
響
し
て
く
る
。

　

毎
回
延
べ
約
１
０
０
０
人
も
の
市
民
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
開
催
を
手
伝
い
、
老
若
男
女
が
沿
道
を
埋

め
、
盛
大
な
拍
手
や
歓
声
を
送
り
続
け
る
観
音
寺
市

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
大
会
主
催
者
の
日
本
学
生
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
連
合
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
「
大
会
期
間
中
と
そ
の
前
後
は
、
参
加
選
手
だ
け

で
な
く
、
関
係
者
、
全
国
各
地
か
ら
の
応
援
団
な
ど

総
計
４
０
０
〜
５
０
０
人
も
の
若
い
方
た
ち
が
観
音

寺
市
を
訪
れ
、
泊
ま
っ
て
い
か
れ
ま
す
。
そ
の
期
間

は
、
高
齢
化
率
の
高
い
観
音
寺
市
が
実
に
華
や
か
に

若
や
ぎ
ま
す
（
笑
）。
だ
か
ら
こ
そ
余
計
に
市
民
が
一

体
化
し
て
、
心
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
や
応
援
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
い
つ
ま
で
続
け
て
い
た
だ
け

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
観
音
寺
市
で
開
催
し
て
い

た
だ
け
る
限
り
、
私
た
ち
は
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
つ
も
り
で
い
ま
す
」（
白
川
市
長
）

交
流
定
住
人
口
の 

増
加
に
向
け
た
懸
命
の
努
力

　

さ
ら
に
白
川
市
長
は
「
大
会
に
来
ら
れ
た
若
い
方

た
ち
が
こ
の
ま
ま
定
住
し
て
く
れ
た
ら
ど
ん
な
に
い

い
こ
と
か
と
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
の
た
び
に

思
い
ま
す
」
と
苦
笑
す
る
。
観
音
寺
市
も
ま
た
全
国

に
数
多
い
人
口
減
少
化
に
悩
む
都
市
の
一
つ
で
あ

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
定
住
促
進
施
策
を
打
ち
出
し
、
取

り
組
み
つ
つ
あ
る
が
、
決
定
的
な
打
開
策
に
は
ま
だ

巡
り
合
っ
て
い
な
い
。

　

観
音
寺
市
の
交
流
定
住
促
進
事
業
は
、
平
成
17
年

10
月
の
合
併（
旧
観
音
寺
市
、
大
野
原
町
、
豊
浜
町
）に

よ
り
誕
生
し
た
新
観
音
寺
市
が
、
平
成
20
年
３
月
に

策
定
し
た
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
い
て
本
格
化
し
た
。

　

合
併
当
時
の
人
口
は
６
万
５
２
２
６
人
だ
っ
た

が
、
平
成
22
年
度
の
国
勢
調
査
で
は
６
万
２
６
９
０

人
に
減
少
し
て
い
る
。
各
地
区
と
も
同
じ
よ
う
に
毎

真
夏
に
躍
動
す
る 

学
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

　

夏
ま
だ
真
っ
盛
り
の
今
年
９
月
２
日
（
日
）、
観
音

寺
市
の
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
市
域
一
帯
で「
２
０
１
２

日
本
学
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
観
音
寺
大
会
」が

開
催
さ
れ
た
。
同
大
会
は
全
国
７
ブ
ロ
ッ
ク
の
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
男
女
約
２
０
０
人
の
選
手
が
出
場
。

学
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
大
会
と
し
て
は
国
内
最
大

規
模
で
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
も
最
上
位
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
観
音
寺
市
で
は
６
年
連
続
の
開
催

で
、
半
ば
恒
例
行
事
と
化
し
た
感
が
あ
る
。

　

日
本
学
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
の
前
日
（
９

月
１
日
）
に
は
、
こ
れ
も
恒
例
と
な
っ
た
「
観
音
寺

キ
ッ
ズ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
」
が
開
か
れ
51
名
の
小
学

生
が
参
加
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
今

回
は
雨
天
中
止
と
な
っ
た
。

　

日
本
学
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
・
女
子
の
部

は
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト
、
男
子
の
部
は
午
後
１
時
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
選
手
は
ま
ず
瀬
戸
内
の
風

光
明め
い
び媚
な
１
周
７
５
０
ｍ
の
ス
イ
ム
コ
ー
ス
（
有
明

浜
）
を
２
周
し
、
県
道
丸
亀
詫
間
豊
浜
線
の
コ
ー
ス

を
バ
イ
ク
で
40
㎞
走
破
、
続
け
て
琴
弾
八
幡
宮
や
四

国
八
十
八
ヶ
所
に
数
え
ら
れ
る
名め
い
さ
つ刹
・
神
恵
院

（
六
十
八
番
）、
観
音
寺（
六
十
九
番
）な
ど
を
含
む
地

区
の
周
囲
２
・
５
㎞
の
琴
弾
公
園
周
回
コ
ー
ス
を
４

周
、
計
10
㎞
を
走
る（
ラ
ン
）。

　

総
延
長
距
離
51
・
５
㎞
。
観
音
寺
大
会
が
始
ま
っ

て
以
来
の
定
番
と
な
っ
て
い
る
コ
ー
ス
だ
が
、
日
本

学
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
の
開
催
が
観
音
寺
市

で
６
年
間
も
続
い
て
い
る
背
景
の
一
つ
に
は
、
こ
の

コ
ー
ス
の
優
位
性
が
あ
る
。

　
「
選
手
た
ち
に
と
っ
て
は
ス
イ
ム
、
バ
イ
ク
と
続

い
て
最
後
の
ラ
ン
が
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
一
番

き
つ
い
わ
け
で
す
が
、
観
音
寺
の
ラ
ン
コ
ー
ス
は
全

体
に
緑
の
多
い
地
区
で
、
中
で
も
各
周
回
の
最
後
は

有
明
浜
に
続
く
松
林
の
中
を
走
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
目
に
映
る
風
景
が
柔
ら
か
く
、
ま
ち
な
か
よ
り

涼
し
い
た
め
に
、
心
底
ホ
ッ
と
す
る
と
い
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
白
川
晴
司
・
観
音

寺
市
長
だ
。
こ
れ
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
も

言
え
る
こ
と
だ
が
、
よ
り
一
層
体
力
的
に
過
酷
な
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
の
場
合
に
は
な
お
さ
ら
、
ま
ち

の
風
光
の
美
し
さ
は
、
参
加
選
手
た
ち
に
心
理
的
な

効
用
を
与
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
沿
道
で
応
援
す
る
市
民
の
多
さ

や
歓
迎
ぶ
り
、
大
会
運
営
そ
の
も
の
の
完
成
度
な
ど

も
含
め
た
総
合
的
な
体
制
の
良
し
悪
し
は
、
こ
う
し

た
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
成
否
に
は
大
き
く
影

（香川県）

潜
在
的
な
実
力
を
生
か
し
て

に
ぎ
わ
い
復
活
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

市 政 ル ポ 観
か ん お ん じ

音寺市

白
しらかわ

川晴
せ い じ

司
観音寺市長

今や市民の宝である「日本学生トライアスロン大会」

六十八番札所神恵院および六十九番札所観音寺
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年
漸
減
し
て
お
り
、
観
音
寺
市
と
し
て
は
総
合
振
興

計
画
の
目
標
年
次
で
あ
る
平
成
29
年
度
の
人
口
目
標

を「
６
万
人
維
持
」に
置
い
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
行
う
べ
き
課
題
と
し
て
「
出
生
率
向

上
」「
空
き
家
対
策
」「
定
住
人
口
増
加
」「
都
市
住
民
と

の
交
流
」
を
挙
げ
、
結
果
と
し
て
若
年
層
の
定
住
と

交
流
人
口
の
拡
大
に
結
び
付
け
ら
れ
れ
ば
と
期
待
し

て
い
る
。

　

定
住
促
進
の
た
め
の
主
な
助
成
制
度
は
次
の
通
り

だ（
平
成
23
年
度
〜
）。

•
制
度
① 

Ｉ
タ
ー
ン
者
住
宅
新

築
等
助
成
金（
平
成
23
年
度
〜

26
年
度
）

　

対
象
者
は〔
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど

で
住
宅
を
新
築
、
ま
た
は
購

入
し
た
人
で
、
本
人
お
よ
び

世
帯
員
全
員
が
新
た
に
観
音

寺
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
る
人
〕で
、
新
築
の
場

合
は
期
間
中
に
工
事
契
約
を

し
、
平
成
27
年
１
月
１
日
ま

で
に
居
住
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
住
宅
購
入
者
は
平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で
に
転
入
し
居
住
で
き
る
人
。
助
成
額
は
土
地

購
入
費
以
外
の
住
宅
部
分
の
建
築
・
購
入
費
の

５
％
。

•
制
度
② 

住
宅
あ
っ
せ
ん
等
助
成
金

　

対
象
者
は
〔
Ｉ
タ
ー
ン
者
住
宅
新
築
等
助
成
金

の
対
象
者
に
対
し
、
住
宅
ま
た
は
住
宅
建
築
の
た

め
に
取
得
す
る
宅
地
を
売
却
ま
た
は
媒
介
し
た
、

宅
地
建
物
取
引
業
者
〕
で
、
１
件
に
つ
き
５
万
円

を
助
成
（
１
あ
っ
せ
ん
業
者
に
つ
き
年
間
10
件
ま

で
の
上
限
あ
り
）。

　

平
成
23
年
度
は
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
５
世
帯
（
13

名
移
住
）が
助
成
を
受
け
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
公
益
社
団
法
人
・
香
川
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
の
協
力
に
よ
り
、
空
き
家
を
登
録
し
て
、

外
部
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る

「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」（
平
成
23
年
１
月
〜
）
が
あ

る
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
平
成
23
年
度
中
に
登
録
さ

れ
た
空
き
家
は
15
件
で
、
物
件
の
見
学
に
こ
ぎ
着
け

た
件
数
は
12
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
４
件
が
成
約
に

至
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
観
音
寺
市
を
知
っ
て
も
ら
う
制
度
と
し
て

は「
お
試
し
！　

観
音
寺
移
住
体
験
」が
あ
る
。
平
成

23
年
度
中
に
２
回
開
催
し
、
２
回
と
も
３
名
ず
つ
が

２
泊
３
日
で
参
加
し
た
。
開
催
期
間
中
は
農
業
体
験
、

う
ど
ん
打
ち
体
験
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
観
光
、

既
移
住
者
と
の
交
流
な
ど
を
行
っ
た
が
、
こ
ち
ら
は

ま
だ
移
住
の
実
現
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
男
性
と
、

女
性
（
居
住
地
・
勤
務
地
不
問
）
が
参
加
し
た
《
ふ
る

さ
と
恋
愛
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
る
こ
い
》（
平
成
23

年
11
月
）
で
は
、
男
性
20
名
と
女
性
19
名
が
参
加
し

て
６
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
た
。
同
様
の
条
件
で

参
加
者
を
募
っ
た
《
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
〜
お
い
し

い
ク
リ
ス
マ
ス
〜
》（
同
12
月
）
で
は
、
男
性
49
名
と

女
性
50
名
が
参
加
し
て
、
10
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立

す
る
な
ど
、
観
音
寺
市
へ
の
定
住
を
期
待
す
る
「
婚

活
事
業
」も
随
時
行
っ
て
い
る
。

　
「
そ
れ
以
外
に
も
香
川
県
移
住
・
交
流
推
進
協
議

会
に
よ
る
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
事
業
な
ど
も
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
交
流
定
住
促
進
制
度
の
策
定
や

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
最
も

大
切
な
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
独
自
の
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
や
、
総
合
的
な
魅
力
ア
ッ
プ
だ
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
そ
の
前
提
と
し
て
、
特
に
四
国
で
は
全
国
的

に
も
脆
ぜ
い
じ
ゃ
く弱
性
が
指
摘
さ
れ
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

が
喫
緊
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
」（
白
川
市
長
）

四
国
の
ま
ん
な
か
・
観
音
寺
の 

潜
在
的
実
力

　

高
速
自
動
車
交
通
網
は
あ
る
程
度
、
四
国
を

網
羅
し
て
い
る
だ
け
に
、
こ
れ
か
ら
は
「
特
に

鉄
道
網
の
再
整
備
に
目
を
向
け
る
べ
き
だ
」
と

白
川
市
長
は
強
調
す
る
。

　

折
し
も
平
成
23
年
12
月
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
・

予
讃
線
で
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
（
軌
間
可

変
電
車
＝
新
幹
線
と
在
来
線
な
ど
軌
間
が
異
な

る
車
両
が
同
じ
軌
道
を
走
れ
る
よ
う
、
ゲ
ー
ジ

を
自
動
調
節
す
る
電
車
）
の
耐
久
走
行

試
験
を
実
施
し
て
い
る
。
急
曲
線
の
多

い
予
讃
線
で
は
既
に
通
常
の
走
行
実
験

は
終
わ
っ
て
お
り
、
次
な
る
耐
久
テ
ス

ト
に
移
っ
て
い
る
の
だ
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
も
か
ら
め
て
、

現
在
、
大
量
輸
送
と
定
時
輸
送
が
確
保

さ
れ
や
す
い
鉄
道
路
線
へ
の
注
目
度
が
再
び

高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
四
国
の
場
合
、

瀬
戸
大
橋
線
は
新
幹
線
も
走
れ
る
設
計
が
な

さ
れ
て
い
る
。
新
幹
線
が
岡
山
を
経
由
し
四

国
へ
乗
り
入
れ
れ
ば
、
観
光
面
で
も
飛
躍
的

な
伸
び
が
将
来
的
に
見
込
ま
れ
る
。

　

人
口
減
少
に
悩
む
四
国
の
各
都
市
は
、
そ

れ
に
よ
っ
て
「
観
音
寺
市
は
も
ち
ろ
ん
、
生

き
返
る
と
こ
ろ
が
か
な
り
あ
る
の
で
は
な
い

か
」と
白
川
市
長
は
予
測
す
る
。

　

お
隣
に
四
国
中
央
市
が
あ
る
の
を
見
て
も

分
か
る
よ
う
に
、
観
音
寺
市
も
ま
た
「
四
国
の
へ
そ
」

と
呼
ば
れ
る
立
地
に
あ
り
、
高
松
・
松
山
・
徳
島
・

高
知
の
ど
こ
に
も
自
動
車
で
１
時
間
以
内
に
着
く
こ

と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
鉄
道
の
高
速
化
が
実
施
さ
れ

れ
ば
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
観
音
寺
市
の
実
力
は

さ
ら
に
万
全
の
も
の
と
な
る
。
確
か
に
交
流
定
住
人

口
を
安
定
的
に
増
や
す
た
め
の
、
最
も
根
本
的
な
方

法
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
実
は
明
治
維
新
当
時
の
人
口
を
調
べ
ま
す
と
、

四
国
に
お
い
て
１
万
人
以
上
の
人
口
を
擁
し
て
い
た

の
は
ほ
と
ん
ど
が
城
下
町
な
の
で
す
。
そ
の
中
で
城

コミュニティ活性化に不可欠の地域サロンの目的は世代を超えた交流

巨大なダム式ため池「豊稔池」（大正15年建設、重要文化財指定）

市街地の至る所に鎮座する和泉正敏氏制作の石彫

伊吹島の海岸線に並ぶ石仏は島四国と呼ばれ、八十八体が安置されている
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（香川県）

下
町
で
な
い
観
音
寺
も
ま
た
、
人
口
１
万
人
を
数
え

て
い
ま
し
た
。
一
体
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
と
私
な
り
に
考
え
ま
す
と
、
こ
れ
は
や
は
り
高

松
、
松
山
、
徳
島
、
高
知
へ
の
至
便
性
だ
と
思
う
の

で
す
」（
白
川
市
長
）

　

観
音
寺
は
四
国
の
へ
そ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
よ

く
耳
に
す
る
が
、
明
治
維
新
当
時
に
、
城
下
町
と
し

て
観
音
寺
に
人
口
が
集
中
し
て
い
た
と
い
う
話
は
な

る
ほ
ど
興
味
深
い
。

　

同
時
に
時
代
を
超
越
し
て
、
都
市
と
い
う
も
の
が

人
流
・
物
流
の
便
利
な
土
地
か
ら
栄
え
て
い
く
と
い

う「
自
然
現
象
」が
あ
っ
た
こ
と
に
、
改
め
て
気
付
く

の
だ
。
そ
の
自
然

現
象
が
壊
れ
て
い

く
の
は
、
西
洋
文

明
の
も
た
ら
し
た

各
種
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
結
果
だ
ろ

う
。
か
つ
て
の
街

道
を
自
動
車
が
走

り
始
め
た
こ
ろ
は

ま
だ
自
然
現
象
の

範は
ん
ち
ゅ
う疇

内
だ
が
、

鉄
道
路
線
は
諸
般

の
事
情
で
街
道
と

は
ま
た
別
の
ル
ー

ト
を
通
る
例
が
多
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
高
速
自
動
車

道
が
四
通
八
達
し
、
航
空
路
が
整
備
さ
れ
る
に
し
た

が
っ
て
、
近
代
以
前
の
道
路
網
の
重
要
性
は
急
速
に

薄
れ
て
い
く
の
が
通
例
だ
。

　

し
か
し
、
昔
か
ら
四
国
の
へ
そ
と
呼
ば
れ
て
き
た

観
音
寺
市
の
、
四
国
に
お
け
る
距
離
的
優
位
性
は
ま

だ
生
き
て
い
る
。
現
に
道
路
網
は
前
述
の
よ
う
に
四

国
内
の
主
要
都
市
と
直
結
し
て
い
る
し
、
例
え
ば
流

通
大
手
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の
四
国
の
物
流
拠
点

は
観
音
寺
市
に
あ
る
。
大
量
の
物
資
を
い
っ
た
ん
観

音
寺
市
の
物
流
拠
点
に
運
び
込
み
、
そ
こ
か
ら
四
国

の
各
地
区
へ
分
配
し
て
い
る
の
だ
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
リ
サ
ー
チ
に
は
ひ
と
き
わ
力
を
注
ぐ
流
通
大
手

が
、
物
流
拠
点
と
し
て
の
観
音
寺
市
の
優
位
性
を
図

ら
ず
も
証
明
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
に
鉄
道
網
の
安
定
と
高
速
化

が
加
わ
れ
ば
「
観
音
寺
市
の
に
ぎ
わ
い
に
も
大
き
な

影
響
が
出
て
く
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
四
国
全
体
も

活
気
づ
く
」と
白
川
市
長
は
期
待
す
る
の
だ
。

官
民
一
体
と
な
っ
て
目
指
す 

郷
土
の
に
ぎ
わ
い

　

そ
う
し
た
外
的
要
因
と
は
別
に
、
前
述
し
た
交
流

定
住
人
口
の
増
加
へ
の
自
主
的
努
力
と
と
も
に
、
ま

ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
観
音
寺
市
で

は
少
し
ず
つ
状
況
が
好
転
し
つ
つ
あ
る
。
時
代
の

趨す
う
せ
い勢

に
よ
っ
て
、
郊
外
型
の
商
業
施
設
の
優
位
性
が

さ
ら
に
募
っ
て
い
る
半
面
、
中
心
市
街
地
で
商
店
を

営
む
市
民
の
意
識
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
の
だ
。

　

平
成
17
年
度
策
定
の
「
観
音
寺
市
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
（
第
1
回
変
更
）」
に
基
づ
き
、
道
路

の
拡
幅
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
行
政
主
導
型
の

ハ
ー
ド
整
備
は
徐
々
に
整
っ
て
い
っ
た
も
の
の
、
そ

の
新
た
な
環
境
を
生
か
す
た
め
の
ソ
フ
ト
面
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
意
欲
が
、
民
間
事
業
者
の
間
に
は
な
か
な
か

育
た
な
い
き
ら
い
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
平
成
23
年
度
に
香
川
県
雇
用
促
進
事
業

（
商
店
街
等
賑
わ
い
ア
ッ
プ
事
業
）
の
助
成
を
受
け
た

頃
か
ら
、
市
内
の
商
業
者
が
一
致
団
結
し
て
事
に
当

た
る
機
運
が
芽
生
え
た
。
そ
し
て
同
事
業
を
活
用
し

て「
ま
ち
な
か
活
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
発
足
。
専
門

家
を
招
い
て
ま
ち
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
た
り
、
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
共
同

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

白
川
市
長
は
「
や
っ
と
商
業
者
の
皆
さ
ん
が
、
そ

の
気
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
苦
笑
す
る
が
、
市

長
が
誘
致
に
全
力
を
傾
注
し
た
日
本
学
生
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
大
会
の
開
催
に
当
た
っ
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
を
中
心
に
市
内
の
商
業
者
が
協
力
体
制
を
組

み
、
一
般
市
民
も
ま
た
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
を
行
っ
た
り
し
て
き
た
６
年
間
の「
下
地
」も
、
あ

る
い
は
そ
の
よ
う
な
機
運
の
醸
成
の
一
助
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
で
こ
こ
数
年
、
白
川
市
長
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド

に
も
な
っ
て
い
る
さ
ぬ
き
う
ど
ん
の
だ
し
に
不
可
欠

の
伊
吹
い
り
こ
や
、
レ

タ
ス
、
い
ち
ご
、
セ
ロ

リ
な
ど
の
優
れ
た
農
産

品
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

で
各
地
を
訪
問
し
て
い

る
が
、
そ
の
た
び
に
痛

感
す
る
の
が
年
々
厳
し

く
な
る
産
地
間
競
争
だ

と
い
う
。

　

そ
の
厳
し
さ
の
背
景

に
は
、
宣
伝
費

用
と
比
例
し
が

ち
な
ブ
ラ
ン
ド

浸
透
力
の
差
も

あ
り
、
そ
う
い

う
意
味
に
お
け

る
６
大
都
市
圏

を
擁
す
る
地
域

な
ど
と
の
格
差
は
「
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
」

と
嘆
く
。
だ
が
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、

観
音
寺
市
に
は
将
来
的
に
ブ
レ
ー
ク
す
る
可

能
性
を
持
つ
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス（
要
素
）が
非

常
に
多
く
あ
る
。

　

例
え
ば
今
回
は
ご
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た

が
、
青
森
県
の
ね
ぶ
た（
ね
ぷ
た
）祭
り
に
も

匹
敵
す
る
と
い
わ
れ
る
ク
オ
リ
テ
ィ
を
持
つ

「
ち
ょ
う
さ
祭
」、
観
音
寺
港
か
ら
わ
ず
か
25

分
で
着
く
、
伊
吹
い
り
こ
の
日
本
一
の
生
産

地
で
あ
る
と
同
時
に
歴
史
と
民
俗
の
宝
庫
で

も
あ
る
伊
吹
島
、
瀬
戸
内
沿
岸
の
美
し
い
海

岸
線
、
四
国
霊
場
六
十
八
番
、

六
十
九
番
札
所
の
ま
ち
と
し
て
培

わ
れ
て
き
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
な

ど
、
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
も
な
い

ほ
ど
だ
。

　

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
文
化
財
も
あ
る
。
有
明
浜
の「
銭

形
砂
絵
」
と
呼
ば
れ
る
寛
永
通
宝
の
形
を
し
た
巨
大

な
砂
像（
南
北
90
ｍ
×
東
西
１
２
２
ｍ
）だ
。
制
作
年

代
も
不
詳
の
ま
ま
、
観
音
寺
市
の
象
徴
と
し
て
今
も

市
民
が
手
入
れ
を
怠
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
来
年
は
伊
吹
島
で
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
（
伊

吹
島
は
７
／
20
〜
９
／
１
）が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
観

光
客
の
訪
れ
が
予
測
さ
れ
る
。
ま
た
来
年
度
か
ら
平

成
27
年
春
完
成
予
定
の
新
市
庁
舎
建
設
も
始
ま
る
。

観
音
寺
市
で
は
今
ま
さ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
活

気
を
帯
び
て
躍
動
し
つ
つ
あ
る
と
い
っ
た
印
象
だ
。

�

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
）

さぬきうどんのだしに不可欠なカタクチイワシでつくる“いりこ（煮干し）”
（6〜8月に収獲）

祇園祭の流れをくむとされる「ちょうさ祭」は各地区独自の太鼓台が魅力

江戸時代制作説もあるが明治時代制作の信ぴょう性が高い銭形砂絵
（年に２回、市民による手入れを実施）
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